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二
重
行
政
の
解
消
へ
　
特
別
自
治
市
へ
の
道

川
崎
市
議
会
議
員　

石
田
や
す
ひ
ろ

連載寄稿
　

県
立
図
書
館
の
近
く
に
市
立

図
書
館
が
存
在
す
る
、
本
来
は

一
連
で
あ
る
べ
き
子
育
て
施
策

が
幼
稚
園
、
保
育
園
の
認
可
の

違
い
で
一
体
に
な
っ
て
い
な
い

な
ど
、
大
都
市
と
県
な
ど
と
の

二
重
行
政
の
無
駄
や
非
効
率
を

指
摘
す
る
声
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
是
正
策
の
１
つ
が
川
崎
市
長

も
推
奨
す
る
特
別
自
治
市
制
度

の
導
入
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て

市
議
会
で
議
論
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
簡
単
に
い
う
と

現
在
、
県
が
担
っ
て
い
る
市
民

生
活
に
か
か
わ
る
事
務
権
限
等

を
市
に
一
元
化
、
効
率
化
を
図

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

税
財
源
で
い
え
ば
特
別
自
治

市
税
を
創
設
す
る
こ
と
で
、
国

か
ら
県
へ
、
県
か
ら
市
へ
の
補

助
の
流
れ
を
変
え
る
。
県
の
関

与
を
な
く
す
こ
と
で
、
効
率
的

な
財
政
運
営
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
大
都
市
地
域
特
別
設
置
法
」

に
「
２
０
０
万
人
以
上
の
政
令

指
定
都
市
な
ど
」
が
対
象
条
件

と
あ
り
ま
す
。
２
０
０
万
人
の

根
拠
を
訊
ね
る
と
、
衆
議
院
総

務
委
員
会
の
審
議
が
基
で
、
47

都
道
府
県
を
人
口
順
に
並
べ
、

中
央
値
よ
り
上
の
と
こ
ろ
が
２

０
０
万
人
と
の
こ
と
。
つ
ま
り
、

二
重
行
政
を
発
生
さ
せ
る
要
因

と
し
て
、
２
０
０
万
人
以
上
を

定
義
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
の
国
勢
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
47
都
道
府
県
の
中

央
に
位
置
し
て
い
る
の
は
鹿
児

島
県
で
、
１
７
０
万
人
で
し
た
。

こ
の
基
準
以
上
の
人
口
を
有
す

る
の
は
、
横
浜
市
、
大
阪
市
、

名
古
屋
市
。
因
み
に
川
崎
市
は

47
都
道
府
県
の
人
口
順
は
28
番

目
で
す
。

　

川
崎
市
が
提
唱
す
る
大
都
市

制
度
は
、
指
定
都
市
の
区
域
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
県
か
ら

の
補
助
に
頼
ら
な
い
独
自
の
財

源
で
、
地
域
の
課
題
対
応
を
図

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
特
別
自

治
市
制
度
は
有
効
で
、
地
方
分

権
改
革
の
目
指
す
べ
き
制
度
だ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

石田康博プロフィール

その他 ブログ等は

　川崎市立犬蔵中学校卒業、明治大学大学院
（公共政策修士）修了、国会議員の秘書を経て
1999年28歳初当選。現在4期目。子育て支援
策の強化や区役所機能の強化を推進する。そ
の他、政策を議会で提案し多数実現をしてい
る。議会発言後は、必ず駅頭や広報紙を作成し
その内容について積極的に市政報告を実施。

市議会議員  石田やすひろ

　６月の議会で自民党代表質問
に立ちました。28項目の課題につ
いて議論しました。

今月の１枚今月の１枚


